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司
著

　
　
『
ド
イ
ツ
奉
公
人
の
社
会
史

　
　
i
近
代
家
族
の
成
立
一
1
』

　
本
書
の
テ
ー
マ
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
ワ
イ

マ
ー
ル
期
に
至
る
ド
イ
ツ
奉
公
人
の
社
会
史
で
あ

り
、
独
自
の
社
会
集
団
を
形
成
し
た
奉
公
人
の
消

減
過
程
の
分
析
を
と
お
し
て
、
「
家
」
か
ら
家
族

へ
の
移
行
の
歴
史
を
、
裏
面
か
ら
把
握
す
る
こ
と

が
主
要
な
狙
い
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
本

書
は
、
副
題
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
近
代
家
族

史
の
研
究
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
序

章
「
『
象
』
の
歴
史
と
奉
公
人
」
で
著
者
が
提
起

し
て
い
る
本
書
の
い
く
つ
か
の
課
題
を
、
整
理
・

紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
そ
の
一
つ
が
、
「
市
民
革
命
の
道
」
を
歩

ん
だ
西
欧
諸
国
に
お
け
る
奉
公
人
の
消
滅
過
程
と

の
比
較
で
あ
る
。
こ
れ
ら
西
欧
諸
圏
で
は
、
一
九

世
紀
の
う
ち
に
農
業
奉
公
人
は
解
消
し
、
奉
公
人

制
度
は
近
代
的
雇
用
契
約
の
一
環
を
な
す
家
事
奉

公
へ
と
一
元
化
し
て
い
く
。
そ
れ
に
対
し
て
ド
イ

ツ
の
場
合
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
も
膨
大
な
農
業
奉

公
人
が
残
存
し
て
い
た
し
、
ま
た
伝
統
的
奉
公
人

制
度
が
一
九
世
紀
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た
。
こ
こ

で
も
西
欧
近
代
化
過
程
に
お
け
る
、
「
ド
イ
ツ
の

特
殊
な
道
」
と
い
う
問
題
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く

る
。　

次
に
著
者
は
家
共
同
溝
と
家
父
長
支
配
と
い
う

問
題
に
触
れ
、
家
父
長
支
配
を
永
遠
不
滅
の
自
然

的
心
情
と
み
な
す
リ
ー
ル
の
平
俗
主
義
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
批
判
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ラ

ス
レ
ッ
ト
や
ア
リ
エ
ス
に
見
ら
れ
る
最
近
の
家
族

史
研
究
の
動
向
を
も
、
リ
ー
ル
と
同
一
の
地
平
に

見
る
。
つ
ま
り
伝
統
的
な
家
族
の
危
機
と
い
う
意

識
か
ら
生
ま
れ
る
過
去
回
帰
の
傾
向
が
、
こ
れ
ら

の
研
究
に
も
読
み
と
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
「
危
機
」
の
な
か
に
こ
そ
、
「
家
父
長

支
配
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
へ
」
の
新
し
い
歴
史

的
可
能
性
を
垣
間
見
る
べ
き
こ
と
を
、
著
者
は
主

張
す
る
。
こ
の
過
程
を
奉
公
人
論
の
側
面
か
ら
把

握
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
本
書
の
究
極
の
目
標
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
本
書
の
内
容
を
順
を
追
っ
て

紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
第
一
章
「
封
建
的
身
分
規
制
下
の
奉
公
人
」
は

前
史
と
呼
ぶ
べ
き
部
分
で
あ
り
、
奉
公
人
身
分
の

成
立
と
封
建
制
下
で
の
そ
の
展
開
を
扱
っ
て
い
る
。

奉
公
人
制
度
の
成
立
史
は
、
導
者
も
認
め
る
と
お

り
、
不
明
瞭
な
点
が
多
く
、
研
究
の
余
地
を
残
す

分
野
の
よ
う
に
思
え
る
。
と
り
あ
え
ず
本
書
で
は
、

F
・
W
・
ヘ
ニ
ソ
ク
に
し
た
が
っ
て
、
「
国
土
開
墾

と
東
方
植
民
」
の
時
代
に
、
奉
公
人
身
分
が
大
規

模
に
登
場
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め

奉
公
入
制
度
は
、
貴
族
直
営
地
経
営
に
付
随
し
た

農
民
子
弟
の
強
制
奉
公
の
性
質
を
帯
び
る
。
従
来

わ
が
国
で
「
僕
碑
」
と
訳
さ
れ
て
き
た
ゲ
ジ
ソ
デ

に
、
奉
公
人
の
起
源
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

次
に
一
八
世
紀
中
葉
に
公
布
さ
れ
た
三
つ
の
奉
公

人
令
か
ら
、
奉
公
人
関
係
の
制
度
的
枠
組
が
、
九

つ
の
項
目
に
分
け
て
明
確
に
さ
れ
る
。

　
第
二
章
「
強
制
奉
公
か
ら
形
式
的
自
由
奉
公

へ
」
で
は
第
一
章
に
引
き
続
き
、
奉
公
人
制
度
が

追
跡
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
考
察
の
対
象
は
、

強
制
奉
公
の
廃
止
過
程
に
焦
点
が
置
か
れ
、
プ
ロ

イ
セ
ン
王
国
の
動
向
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

強
制
奉
公
が
緩
和
へ
と
向
か
う
傾
向
が
述
べ
ら
れ

た
の
ち
、
四
つ
の
法
令
の
奉
公
人
規
定
が
時
系
列

的
に
探
究
さ
れ
、
最
終
的
に
一
八
一
〇
年
の
プ
ロ

イ
セ
ン
王
国
奉
公
人
令
で
、
強
制
奉
公
が
消
滅
す

る
過
程
が
示
さ
れ
る
。

　
第
三
章
「
農
業
奉
公
か
ら
家
事
奉
公
へ
」
で
は
、

一
九
世
紀
の
三
つ
の
時
期
の
人
口
調
査
記
録
が
利

用
さ
れ
、
奉
公
人
の
お
お
よ
そ
の
量
的
比
重
と
推

移
、
そ
の
な
か
に
示
さ
れ
る
基
本
的
傾
向
が
確
定
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介紹

さ
れ
る
。
結
論
と
し
て
は
、
農
業
奉
公
か
ら
家
事

奉
公
へ
、
そ
し
て
奉
公
人
の
女
性
化
と
い
う
傾
向

が
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
奉
公
人
を
め
ぐ
る
基
本

的
動
向
で
あ
っ
た
。

　
第
四
章
「
農
村
の
奉
公
人
」
で
は
、
農
民
家
政

に
お
け
る
農
業
奉
公
の
構
造
的
特
質
が
、
奉
公
人

日
常
生
活
の
側
面
か
ら
検
討
さ
れ
る
。
　
一
九
世
紀

前
半
に
は
、
「
農
民
解
放
」
後
の
農
村
「
窮
乏
化
」
’

に
よ
り
、
雇
主
1
一
農
民
と
奉
公
人
1
1
下
層
農
と
い

う
階
級
的
亀
裂
の
危
機
が
孕
ま
れ
た
。
こ
の
危
機

と
結
び
つ
い
た
農
村
不
穏
へ
の
対
応
と
し
て
、
奉

公
人
警
察
行
政
の
強
化
が
遂
行
さ
れ
た
経
緯
が
説

明
さ
れ
る
。
こ
こ
で
さ
ら
に
雇
主
の
家
父
長
権
の

問
題
も
雷
及
さ
れ
、
奉
公
人
に
家
父
的
服
従
を
強

制
す
る
警
察
行
政
的
・
国
家
的
措
置
の
強
化
が
、

三
月
革
命
挫
折
の
所
産
と
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
関
係
に
お
け
る
家

父
長
支
配
を
容
認
し
た
点
に
、
ド
イ
ヅ
自
由
主
義

の
特
殊
な
権
威
主
義
的
盤
格
が
存
在
し
た
。
こ
の

あ
た
り
が
、
序
章
で
紹
介
し
た
「
ド
イ
ツ
の
特
殊

な
道
」
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　
と
は
い
え
、
権
威
主
義
は
市
民
階
級
に
固
有
な

毛
の
と
一
般
的
に
は
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
を

市
民
家
族
の
構
造
自
体
に
拡
大
し
た
の
が
、
第
五

章
「
都
市
の
奉
公
人
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
考
察
の

対
象
と
な
る
の
は
、
農
業
ロ
家
政
的
労
働
と
完
全

に
分
化
し
、
一
九
世
紀
の
経
過
の
う
ち
に
未
婚
女

性
の
社
会
集
団
へ
と
純
化
し
た
家
事
奉
公
人
で
あ

る
。
最
初
に
扱
わ
れ
る
の
は
、
市
民
家
族
の
家
計

と
奉
公
人
需
要
の
関
係
で
あ
る
。
資
本
主
義
工
業

化
に
伴
い
、
市
民
家
族
の
家
計
構
造
は
、
生
産
的

機
能
を
解
消
し
て
消
費
的
機
能
に
単
純
化
さ
れ
た
。

つ
ま
リ
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
家
計
の
創
出
が
こ
の
時
期

の
特
徴
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
市
民
家
族
の

奉
公
人
需
要
は
こ
の
時
期
増
加
す
る
。
こ
の
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
に
著
者
は
、
市
民
家
族
の
ス
テ
イ
タ
ス

・
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
文
化
的
社
会
的
理
由
で
答
え

る
。
R
・
エ
ン
ゲ
ル
ジ
ン
ク
の
い
う
市
民
の
封
建

化
現
象
の
一
端
が
こ
こ
に
も
顔
を
繊
す
。
だ
が
な

ぜ
奉
公
人
保
有
を
「
不
動
の
基
準
」
と
し
た
の
か

と
い
う
問
題
が
残
る
。
こ
の
課
題
は
終
章
で
、
性

的
役
割
分
担
論
H
女
性
差
別
の
視
角
か
ら
扱
わ
れ

る
。
本
章
の
残
り
の
部
分
で
は
、
一
九
〇
〇
年
②

ベ
ル
リ
ン
調
査
を
中
心
に
、
家
事
奉
公
人
の
生
活

実
態
が
活
写
さ
れ
、
さ
ら
に
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国

下
で
の
奉
公
入
墨
廃
止
へ
の
過
程
が
説
明
さ
れ
て

い
る
。

　
終
章
「
家
父
長
支
配
の
歴
史
的
位
相
」
で
は
、

近
代
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
「
家
父
長
支
配
か
ら

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
へ
」
と
い
う
問
題
を
基
軸
に
、

家
父
長
支
配
の
歴
史
的
位
相
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

本
章
に
委
ね
ら
れ
た
前
章
の
課
題
に
焦
点
を
当
て

て
、
紹
介
を
続
け
よ
う
。
前
近
代
的
な
労
働
共
同

態
と
し
て
の
農
民
の
家
共
同
態
が
も
つ
家
父
長
的

支
配
と
い
う
性
格
は
、
市
畏
的
家
族
理
想
を
も
っ

て
克
服
へ
と
向
か
う
。
し
か
し
職
住
分
離
に
伴
う

性
的
役
割
分
担
に
よ
り
、
市
民
家
族
の
妻
と
子
供

は
全
長
的
な
経
済
的
従
属
関
係
に
陥
る
。
こ
の
役

割
分
担
は
「
男
女
両
性
の
自
然
的
規
定
」
と
し
て

正
当
化
さ
れ
、
子
供
の
性
格
激
育
に
よ
っ
て
再
生

産
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
肉
体
労
働
と
し
て
の

家
事
労
働
を
妻
が
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
市
罠
家
族
の
公
理
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
に
家
事
奉
公
人
1
1
女
中
が
、
市
民
家
族
の
巾
に

存
在
す
る
余
地
が
あ
っ
た
と
著
者
は
見
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
最
後
に
紹
介
者
と
し
て
感
じ
た
疑
問
を
一
つ
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
書
の
考
察
対
象
は

圧
倒
的
に
プ
ロ
イ
セ
ン
に
傾
い
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
の
だ
が
、
ド
イ
ツ
全
土
に
妥
当
す
る
も
の
な

の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
確
か
に
強
制
牽
公
か

ら
形
式
的
自
由
奉
公
へ
の
移
行
を
語
る
に
は
、
プ

ロ
イ
セ
ン
は
格
好
の
モ
デ
ル
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

だ
が
著
者
が
第
一
章
で
紹
介
し
て
い
る
コ
ル
マ
ン
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の
見
解
か
ら
、
奉
公
人
落
度
の
変
遷
の
異
な
る
道

は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
中
世
に

お
い
て
都
市
が
発
達
し
た
地
域
に
解
し
て
ど
う
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
は

さ
て
お
き
、
紹
介
者
は
、
本
書
の
視
角
の
多
様
さ
、

内
容
の
豊
富
さ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
携
る
研

究
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
う
る
も
の
と
確
信
し
、

紹
介
の
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
A
5
判
　
二
九
六
頁
　
一
九
八
六
年
七
月

　
　
　
　
ミ
・
不
ル
ヴ
ァ
書
房
　
ゴ
一
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
博
光
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

西
　
弘
海
著

『
土
器
様
式
の
成
立
と
そ
の
背
景
』

二
九
八
五
年
五
月
二
二
日
、
三
八
歳
の
生
涯
を

閉
じ
た
西
弘
海
氏
の
遺
稿
集
が
、
そ
の
死
を
惜
し

む
人
々
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
西
氏
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
、

平
城
宮
、
藤
原
宮
の
調
査
に
従
事
し
、
と
り
わ
け

古
代
の
土
器
の
研
究
に
大
き
な
業
績
を
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
『
平
｛
雄
藩
発
掘
調
査
報
＆
口
』
孤
（
一
九
七
六
＃
ヤ
）

や
同
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
報
告
』
丑
（
一

九
七
八
年
）
で
示
さ
れ
た
土
器
の
編
年
案
は
、
今

B
、
最
も
墓
本
的
な
編
年
案
と
し
て
多
く
の
研
究

者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
西
氏
の
土
器
に
関
す
る
論
考
を
中
心

に
、
講
演
記
録
な
ど
も
収
録
さ
れ
、
本
書
に
よ
っ

て
西
氏
の
学
問
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
1
部

に
は
古
代
の
土
器
様
式
論
の
分
野
に
関
す
る
論
考
、

1
部
に
は
古
代
の
土
器
に
関
す
る
講
演
記
録
、
孤

部
に
は
飛
鳥
、
奈
良
時
代
を
手
が
け
ら
れ
る
以
前

の
論
考
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
1
部
の
七
編
の
論
文
の
な
か
で
、
「
平
城
宮
の

土
器
」
、
「
七
世
紀
の
土
器
の
時
期
区
分
と
型
式
変

化
」
は
、
先
に
挙
げ
た
報
告
書
に
考
察
と
し
て
収

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
型
式
変
化
や
時
期
区
分

の
ほ
か
、
法
量
に
も
と
つ
く
規
格
性
な
ど
も
論
じ

ら
れ
、
飛
鳥
、
奈
良
時
代
の
土
器
を
考
え
る
う
え

で
基
本
的
な
デ
ー
タ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
「
土

器
様
式
の
成
立
と
そ
の
背
景
」
で
は
、
古
墳
時
代

か
ら
九
世
紀
に
至
る
土
器
様
式
の
発
展
が
述
べ
ら

れ
、
須
恵
器
灘
入
に
伴
う
六
世
紀
初
頭
前
後
の
様

式
変
化
、
あ
る
い
は
七
世
紀
初
頭
に
み
ら
れ
る
金

属
製
容
器
の
模
倣
に
も
と
つ
く
様
式
転
換
が
明
示

さ
れ
た
。
以
下
で
は
、
器
種
分
化
と
法
量
の
規
格

性
に
特
色
づ
け
ら
れ
る
律
令
的
土
器
様
式
の
成
立

と
展
開
に
力
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
各
時

代
の
土
器
様
式
の
分
析
の
過
程
で
、
必
ら
ず
そ
の

背
景
を
な
す
桂
町
、
文
化
の
状
況
と
の
関
連
が
追

求
さ
れ
て
お
り
、
西
氏
の
土
器
研
究
の
基
本
姿
勢

が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
視
角
は
「
西
日
本

の
土
師
器
」
の
な
か
に
も
現
れ
て
お
り
、
資
料
に

即
し
て
具
体
的
に
記
述
さ
れ
る
と
と
も
に
、
製
作

技
術
に
対
し
て
も
検
討
が
深
め
ら
れ
、
説
得
力
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
「
奈
良
晴
代
の
食
器
類
の
器

名
と
そ
の
用
途
」
は
、
立
大
な
量
の
出
土
資
料
の

整
理
結
果
に
も
と
つ
く
厳
密
な
器
種
分
類
を
経
た

う
え
で
、
墨
書
土
器
あ
る
い
は
『
正
倉
院
文
書
』

を
手
が
か
り
に
器
名
比
定
を
行
い
、
そ
の
用
途
を

考
察
し
た
論
文
で
あ
る
。
「
法
隆
寺
三
二
の
七
世

紀
の
土
器
」
で
は
、
法
隆
寺
出
土
資
料
の
紹
介
の

の
ち
、
七
世
紀
前
半
の
土
器
編
年
に
お
け
る
位
置

づ
け
が
示
さ
れ
、
土
器
の
実
年
代
に
対
し
て
も
重

要
な
意
見
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
1
部
に
収
め
ら
れ
た
三
編
の
講
演
記
録
の
な
か

で
、
「
平
底
の
土
器
・
勝
着
の
土
器
」
で
は
須
恵

器
、
土
師
器
の
製
作
技
術
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
底

部
の
成
形
、
調
整
を
中
心
に
技
法
の
実
体
や
変
遷

が
語
ら
れ
て
い
る
。
幽
趣
の
土
師
器
の
製
作
技
法

な
ど
、
通
説
に
対
し
て
か
な
り
大
胆
な
発
雷
も
あ

り
、
示
唆
に
富
む
。
ま
た
、
三
国
時
代
朝
鮮
の
土

器
に
つ
い
て
も
し
ぼ
し
ば
触
れ
ら
れ
、
技
法
の
比
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